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内容：病が語る生活史 

～江戸時代の労瘵（結核）をめぐって～ 

   鈴木 則子（生活環境学部 准教授） 

 

労瘵（結核）は、梅毒と並ぶ江戸時代の代表的感染

症である。江戸時代の人びとは、労瘵の伝染性を認識

しつつも、これをストレス性疾患と捉えたり、性欲や

性行為に起因する病とみなしたりもした。なぜそのよ

うな病気観が生まれたのか。 

 本報告は、医学書や文学史料のなかの労瘵に関する

記述を分析し、病を通して江戸時代の生活史を叙述す

ることを試みる。 
 

ご自由にご参加下さい 


